
 

(指 )－ 11－ 1 

平成 20 年度 岩手県農業研究センター試験研究成果書 
区分 指導 題名 温湯浸漬処理済み水稲種子の長期保存条件 

［要約］温湯浸漬処理済水稲種子を種子水分16%以下、温度15℃以下の条件で保存するこ
とにより、長期間（24週まで）発芽率90％以上を維持することが可能である。 
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1 背景とねらい 
温湯浸漬法は、水稲の種子消毒における農薬代替技術として、本県においても導

入が増加しており、地域によっては大規模温湯浸漬処理装置を導入し、広域で取り
組んでいる事例もある。 
しかし、大規模温湯浸漬処理施設で大量の種子を処理する場合、すべての種子を

処理するのに数ヶ月を要し、温湯浸漬処理後の種子を長期に保存しなければならな
いため、発芽率の低下が懸念されている【平成 19 年度試験研究を要望された課題「水
稲温湯浸漬処理に対応した水稲栽培体系の確立について」（盛岡農業改良普及セン
ター）】。 
そこで、水稲種子の温湯浸漬処理後の長期保存が可能となる条件を明らかにする。 

2 成果の内容 
(1) 温湯浸漬処理後の種子を長期保存する場合は、加温通風乾燥機を用いて 20℃
程度で種子水分を速やかに 16％以下に低下させ、15℃以下の暗所で保存するこ
とで、24 週まで 90％以上の発芽率を確保できる（図 1、図 2）。 

(2) 温湯浸漬処理後の種子水分が高いと、育苗期の出芽率が低下するため、長期
保存はできない（図 4）。 

(3) 保存温度が高い場合には、種子水分が 16％以下であっても、発芽率が低下す
ることがある（図 3）。 

3 成果活用上の留意事項 
(1) 温湯浸漬処理済み種子は、処理後速やかに育苗作業を行うことが基本であり、
本成果は乾燥設備を有する大規模温湯浸漬処理施設等で、作業上やむをえず保
存する必要がある場合に適用すること。また、温湯浸漬法は、化学合成薬剤に
よる方法に比べて防除価の劣る方法であり、基本技術を厳守すること。 

(2) 本成果は「あきたこまち」を用いて実施した結果である。 
(3) 温湯浸漬処理後に使用する乾燥機は、清浄なものを使用し、乾燥後の種子は
清潔な場所で保存する。 

(4) なお、本試験では種子水分の低い場合、ばか苗病の発生が見られなかったも
のの、水分が高い場合、発病が確認された（図 5）ことから、ばか苗病発生防
止の観点からも高水分での長期保存は絶対に行わない。 

4 成果の活用方法等 
(1)適用地帯又は対象者等 
県下全域、大規模温湯浸漬処理施設 

(2)期待する活用効果 
大規模温湯浸漬処理後の種子を長期に保存することが可能となる。 

5 当該事項に係る試験研究課題 
(H16-18)安全安心な水稲栽培技術の総合実証 ［H19～H20／国庫補助］ 
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図 3 温湯浸漬処理後の保存温度と発芽率 
 

注 1）図 1 の試料 3（ビニール袋で密封保存）で試験。 

注 2）発芽率は主要農産物種子法に従い、シャーレに播種

後、25℃明条件下で 14 日目調査。 

 

8 試験成績の概要（具体的なデータ） 
 

 

図 2 温湯浸漬処理後の種子水分と発芽率 
 

注 1） 図 1 の試料 1～3 をビニール袋で密封後、15℃で

保存。 

注 2） 発芽率は主要農産物種子法に従い、シャーレに

播種後、25℃明条件下で 14 日目調査。 
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図１ 温湯浸漬処理済み種子の長期保存のフロー（Ｍ市大規模温湯処理施設で実施している流れ）

注) 供試品種はあきたこまち  

試料１ 

種子水分 27.4% 

試料３ 

種子水分 16.0% 

試料２ 

種子水分 21.0%

温湯浸漬 

(60℃10 分) 

水切り 

（脱水） 

乾燥（20℃） 

(通風乾燥 2.5 時間)

長期保存 

(15℃以下､暗所)

図 4 温湯浸漬処理後の種子水分が出芽率
に及ぼす影響 

注 1) 種子水分は高水分区：約 20%、低水分区：約 16%。

注 2) あきたこまち健全種子に、ばか苗病菌の汚染種

子を 5%混和し、温湯浸漬処理を実施。 

注 3) 各試料はビニール袋で密封後、15℃で保存。 

注 4) 慣行区はイプコナゾール・銅水和剤を 24 時間浸

漬処理。 

注 5) 通常の育苗管理と同様に浸種、催芽後、育苗箱

の 1/10 スケールの弁当箱に播種し、加温出芽処

理後、日中 25℃夜間 10℃で管理。 

注 6）出芽率は播種 14 日後調査。 
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図 5 温湯浸漬処理後の種子水分がばか苗
病発病率に及ぼす影響 

注 1) 試験条件は図 4 と同様。 

注 2) ばか苗病発病率は播種 21 日後調査。 
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